
キャンパステラス 1501

ラーニングコモンズ

サイエンスカフェ

No.1
サイエンスカフェ

No.28学際の領域にとらわれず、聞いたり話したり。
どなたでもお気軽にご参加ください。

日時：2023年10月2日（月）18:00～

場所：キャンパステラス（受付時に秘密保持誓約書にサインの上、ご参加

ください。学内者のみ参加可。）

演者：品質保証・精度管理学共同研究講座 特命教授 蛭田 修

参加者特典：ポイントサービス開始！ポイントをためて、図書館オリジナルグッズを手に入れよう！

最近 ジェネリック医薬品を中心とした医療用医薬品の欠品や出荷調整によって、
適切な医療の提供に支障をきたしかねない事態が生じている。最近のジェネリック
薬品の供給不安は一部の後発医薬品メーカーで発生した不正製造等の結果として
回収や業務停止命令等により、市場から当該メーカーへの医薬品が消失したこと。ま
たその二次的な影響として代替品を供給する他社に注文が集中、生産能力を超えた
ことも大きな要因と言われている。一方、平成31年に発生したセファゾリンの欠品は、
海外からの原薬の供給が滞ったことが原因とされている。このように医薬品の不足
は様々な要因により発生することが知られている。
地政学は地理的な環境条件にから貿易や外交、
軍事などの国家戦略や安全保障、さらには国家間
の関係などを分析、考察する学問である。今回は医
薬品の安定供給、特に原薬の安定確保に関する諸
課題について地政学の切り口も含めて現状の課題
や関連各国の取り組みについて整理するとともに、
日本における今後の対応の方向について考察したい。

医療用医薬品の安定供給について
－資源地政学的な観点から見た
医療用医薬品原薬の安定確保に関する課題－


